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扶　養　手　当

1. 配偶者　　　　 　　13,000 円
2. 扶養親族
　1人当たり　　　　　6,500 円
3. 特定扶養親族加算
　（16 歳から 22 歳まで）　5,000 円

管理職手当

課長　給料月額 10％
課長補佐　 8％・7％

住　宅　手　当

持家　月額 2,000 円
　（5年経過までは 3,000 円）
借家
・月額 23,000 円以下の場合、家
賃から 12,000 円を控除した額
・月額 23,000 円を超える場合、
家賃から 23,000 円を控除した
額の 1/2 に 11,000 円を加算し
た額（支給額限度額 27,000 円）

通勤手当（自家用車等の場合）

2 ㎞～5㎞未満
5㎞～10 ㎞未満
10 ㎞～15 ㎞未満
15 ㎞～20 ㎞未満
20 ㎞～25 ㎞未満
25 ㎞～30 ㎞未満
30 ㎞以上

3,500 円
5,000 円
6,500 円
8.900 円
11,300 円
13,700 円
16,100 円

区　分

標準的な
事務内容

職員数（人）

構成比（％）

1　級

主　　事

3

3.8

2　級

主　　事

8

10.3

3　級

係　　長
主　　事

35

44.9

4　級

課長補佐
係　　長

24

30.8

5　級

課　　長

4

5.1

6　級

課　　長

4

5.1

7　級

課　　長

0

0

計

78

100

区　　　　　　　分

合　　　　　　　計

一般行政部門

議 会
総 務 企 画
税 務
民 生
衛 生
農 林 水 産
土 木

小 計
教 育
小 計
水 道
国 保
介 護
小 計

2
15
7
10
6
1
10

51
24
24
1
1
4
6
81

平 成 22 年

2
18
6
9
6
1
9

51
23
23
1
1
3
5
79

平 成 21 年

0
3
△1
△1
0
0
△1

0
△1
△1
0
0
△1
△1
△2

対前年増減数職　　　員　　　数

特別行政部門

公営企業等
会 計 部 門

表7.  級別職員数の状況について（平成 22年 4月 1日現在）

（3）その他の手当について

表8.  部門別職員数の状況（各年 4月 1日現在：単位　人）

（注）1. 和木町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。
　　　2. 職員に適用される給料表の級は、仕事の難易度や責任の度合いにより区分されています。

（注）教育長を含み、臨時および非常勤職員は除く。
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区分

22年度

人　口

H22.4.1 現在
6,550 人

歳出額A

千円
3,655,065

歳出額 B

千円
734,039

人件費比率
（B/A）

20.1%

21年度

表1.  人件費の状況（一般会計当初予算）

H21.4.1 現在
6,594 人

千円
4,291,396

千円
735,256

17.1%

区　分

高校卒

大学卒

和　木　町

140,100 円

172,200 円

国の制度

140,100 円

172,200 円

表4.  職員の初任給の状況（平成 22年 4月 1日現在）

（注）人件費には、特別職（町長、町議会議員、その他各種
　 　委員等）の給与、報酬を含みます。

（注）経験年数加算制度有

区　分

和木町

国

平均給料月額

340,071 円

327,409 円

平均給与月額

406,463 円

354,256 円

平均年齢

41.9 歳

41.9 歳

表5.  職員の平均給料月額および平均年齢の状況
　　　　　　　　　　　　　（平成 22年 4月 1日現在）

（注）平均給与月額は、平均給料月額に管理職手当、扶養手
　　　当、住居手当等を加えたものです。
　 　国とは、国家公務員の統計で、平成21年 4月 1日現在
　　　の数値です。

（注）管理職手当が支給される職員に対しては、時間外
　 　手当は、支給されません。

和　木　町
（平成 22 年度支給割合）

6月期
12 月期
計

期末手当
1.25 月分
1.50 月分
2.75 月分

勤勉手当
0.70 月分
0.70 月分
1.40 月分

職制上の加算措置有

国
（平成 22 年度支給割合）

6月期
12 月期
計

期末手当
1.25 月分
1.50 月分
2.75 月分

勤勉手当
0.70 月分
0.70 月分
1.40 月分

職制上の加算措置有

表6.  職員手当の支給状況について
　　　　　　　　　　　　　（平成 22年 6月 1日現在）

（2）時間外手当について
　1. 平日の時間外手当（1時間当たりの単価×125/100）
　 深夜勤務（22 時～5時）の場合 25/100 を加算
　2. 休日時間外手当（1時間当たりの単価×135/100）

区分 職員数
給　　与　　費

給　料

千円
298,198

職員手当

千円
151,792

共済費

千円
98,911

計

千円
548,901

22年度 75 人

表2.  職員給与費（一般会計当初予算）

（注）職員数に教育長を含む。

区　分 給料月額等 期　末　手　当

町 長

副町長

教育長

議 長

副議長

委員長

議 員

738,150 円

611,520 円

567,450 円

290,000 円

239,000 円

221,000 円

216,000 円

（支給月）
6月期
12 月期
計

（支給割合）
1.45 月分
1.65 月分
3.10 月分

表3.  特別職等の報酬状況（平成 22年 6月 1日現在）

（職制上の加算措置有）
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国民健康保険料
の決まり方

知って
おこう！

６５歳以上の人

国民健康保険料＝
　　　　 　　医療分+支援金分
介護保険料＝介護分

年度の途中で
　　６５歳になるとき

※介護保険料は、老齢（退職）
年金等が年額１８万円（月額
１５，０００円）以上の方は、年
金から天引きされ、それ以外の
方は別に納付書で納めます。

　介護保険の第１号被保険者に
なる６５歳の誕生日の次の月
（誕生日が１日の人はその月）
から、介護保険料の納付方法が、
変わります。第２号被保険者と
しての介護分の保険料は、１年
間で按分して計算していますの
で、二重払いにはなりません。

国民健康保険料
の決まり方

国民健康保険料
の決まり方

４０歳～６４歳の方は、介護分の保険料も合わせて賦課されます。国保料は年齢に応じて次のように
なります。

介護保険の第１号被保険者

４０歳～６４歳の方

国民健康保険料＝
　　医療分+支援金分＋介護分

年度の途中で
　　４０歳になるとき

（合わせて納付）
※同じ世帯の４０歳～６４歳以
外の方は、介護分の負担はあ
りません。

　介護保険に加入する資格がで
きる４０歳の誕生日の月（誕生
日が１日の人はその前月）から
介護分を納めます。資格取得後、
月割りで計算した介護分と医療
分を合わせた新しい保険料額
を、改めてお知らせします。

介護保険の第２号被保険者

４０歳未満の方

国民健康保険料＝
　　　　 　医療分+支援金分

保険料を納めるのは
世帯主

※介護分の負担はありません。

　世帯内に国保の加入者がいれ
ば、世帯主が国保の加入者であ
るなしにかかわらず、保険料を
納めるのは世帯主です。（保険
料が賦課されるのは、加入者分
のみです。）
　ただし、届出により条件を満
たせば、国保制度上の世帯主を
変更できます。

知って
おこう！

皆さんの国保料は、次の計算式をもとに決まります。

所得割額　加入者の前年中の所得に応じて計算されます。
均等割額　加入者 1人につき、医療分２４,０００円、支援金分８,０００円（介護分は９,１００円）
平等割額　1 世帯当たり、医療分１９,０００円、支援金分６,４００円（介護分は５,４００円）
※保険料の上限額（賦課限度額）は、医療分５０万円、支援金分１３万円、介護分１０万円です。
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医
療
分

所得割　（総所得金額－３３万円）×料率（６.３）％＝　①　円

均等割　一人当たり（２４,０００）円×世帯の加入数（　）人＝　②　円

平等割　一世帯当たり　③１９,０００円　　　　　　　　　　①＋②＋③＝医療分

後
期
高
齢
者

支
援
金
分

所得割　（総所得金額－３３万円）×料率（２.１）％＝　①　円

均等割　一人当たり（８,０００）円×世帯の加入数（　）人＝　②　円

平等割　一世帯当たり　③６,４００円　　　　　　　　　　　①＋②＋③＝支援金分

介
護
分

所得割　（総所得金額－３３万円）×料率（２.１）％＝　①　円

均等割　一人当たり（９,１００）円×世帯の加入数（　）人＝　②　円

平等割　一世帯当たり　③５,４００円　　　　　　　　　　　①＋②＋③＝介護保険分

○保険料軽減判定時に、創設前と同様の軽減措置を受けられるように、５年間、後期高齢者医療制度に移った方の
所得と人数も含めて軽減判定を行います。
○同じ世帯の人が後期高齢者医療制度に移ったために、国民健康保険加入者が１人になった場合、平等割額（介護
分は除く）を５年間２分の１にします。
　（注）ただし、世帯主が変わったり、国民健康保険加入者だった人が世帯から出た場合は対象外になります。

保険料の軽減
世帯の前年中の合計所得金額が下記の基準額を超えない場合、均等割、平等割の金額が軽減されます。

※国保加入の届出が遅れても、資格を得た月までさかのぼって納めることになりますので､ご注意ください。

後期高齢者医療制度の創設により、国民健康保険加入者が減った世帯には、次のような措置がとられ
ます。

軽減割合

７割

５割

２割

軽 　 減 　 対 　 象 　 世 　 帯

３３万円以下の世帯

３３万円＋（２４万５千円×世帯主以外の被保険者数）以下の世帯

３３万円＋（３５万円×世帯に属する被保険者数）以下の世帯

※保険料の上限額（賦課限度額）は、医療分５０万円、支援金分１３万円、介護分１０万円です。

医　療　分 支　援　金　分

年 間 保 険 料 額

介　護　分

+　　　　　　　　　　　　　　+

=

※軽減判定所得は、４月１日現在の国保加入者全員の総所得金額です。ただし、擬制世帯主（世帯主が他の社会保
険等）の所得を含めます。
（注）低所得者の世帯であっても、世帯全員の所得の申告がないと軽減措置はできませんので

ご注意ください。

問合せ　税務課（☎５２－２１９３）
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アームレスリング大会

元気いっぱい！

　レッツダンス！

集中！

レディ・ゴー！！

バッチリ

みんな揃ってます！

ダンスを見て

元気をもらいました！

ようこそ

いらっしゃいました。

ダンスパフォーマンス

ロックin ROSE
お茶会



ま
ち
の
話
題

平
成
22
年
第
２
回
和
木
町
議
会
定
例
会

ま
ち
の
話
題

和
木
町
フ
ラ
ワ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
が
発
足
！

　

６
月
７
日
か
ら
17
日
ま
で
の
11
日
間
の

会
期
で
、「
平
成
22
年
第
２
回
和
木
町
議

会
定
例
会
」
が
開
催
さ
れ
、
報
告
７
件
、

議
案
４
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
２
号
【
承
認
】

例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
第
３
号
【
承
認
】

和
木
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
関
す
る

専
決
処
分
に
つ
い
て

報
告
第
４
号
【
承
認
】

和
木
町
住
宅
建
設
奨
励
金
条
例
の
一
部

改
正
に
関
す
る
専
決
処
分
に
つ
い
て

報
告
第
５
号
【
承
認
】

和
木
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
に
関
す
る
専
決
処
分
に
つ
い
て

報
告
第
６
号
【
承
認
】

平
成
21
年
度
和
木
町
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

報
告
第
７
号
【
承
認
】

平
成
21
年
度
和
木
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の

報
告
に
つ
い
て

報
告
第
８
号

和
木
町
議
会
活
性
化
調
査
研
究
特
別
委

員
会
中
間
報
告

議
案
第
24
号
【
可
決
】

平
成
22
年
度
和
木
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

議
案
第
25
号
【
可
決
】

平
成
22
年
度
和
木
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

議
案
第
26
号
【
可
決
】

和
木
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

議
案
第
27
号
【
可
決
】

和
木
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

６
月
14
日
、
13
時
30
分
か
ら
、
総
合
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
３
階
集
会
室
に
お
い

て
、「
和
木
町
フ
ラ
ワ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
発
足

式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
足
式
で
は
、
86
名
の
フ
ラ
ワ
ー
サ
ポ
ー

タ
ー（
６
月
14
日
現
在
登
録
者
数
１
１
４
名
）

が
出
席
さ
れ
、
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
和

木
町
実
行
委
員
会
会
長
の
古
木
町
長
の
あ
い

さ
つ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
よ
る
フ
ラ
ワ
ー

サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
動
内
容
に
関
す
る
説
明
、

山
口
県
花
き
振
興
セ
ン
タ
ー
の
末
廣
主
査
に

よ
る
「
国
体
推
奨
花
の
育
て
方
」
の
講
習
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
室
で
の
式
典
の
後
、
図
書
館
入
口
前

の
テ
ラ
ス
に
移
動
し
、
国
体
第
１
推
奨
花
の

サ
ル
ビ
ヤ
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
セ
ル
苗
を

９
セ
ン
チ
ポ
リ
ポ
ッ
ト
へ
植
え
替
え
す
る
作

業
を
全
員
で
行
い
ま
し
た
。
フ
ラ
ワ
ー
サ
ポ

ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
約
２
，
５
０
０
の
セ

ル
苗
を
植
え
替
え
ら
れ
、
各
ご
家
庭
で
育
て

ら
れ
る
苗
を
持
ち
帰
ら
れ
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ワ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
が
育
て

ら
れ
た
花
は
、８
月
22
日
に
開
催
さ
れ
る「
お

い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
和
木
町
銃
剣
道
リ
ハ

ー
サ
ル
大
会
」
の
前
後
に
和
木
駅
周
辺
や
あ

け
ぼ
の
橋
か
ら
大
会
開
催
会
場
で
あ
る
中
学

校
体
育
館
ま
で
の
道
路
沿
い
に
展
示
す
る
予

定
で
す
。

　

フ
ラ
ワ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
２
０
０
名
の

登
録
を
目
標
に
現
在
も
募
集
中
で
す
！
国
体

開
催
時
に
は
町
内
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に
し
て

来
町
者
を
お
も
て
な
し
す
る
た
め
、
花
を
育

て
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
フ
ラ
ワ
ー

サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
ご
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ご
登
録
、
お
問
合
せ
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

課
（
☎
52
ー
２
１
９
４
）
ま
で
。

〜
協
働
で
国
体
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
成
功
さ
せ
よ
う
〜

発足式のようす

一つ一つ丁寧に植え替えました
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ま
ち
の
話
題

町
内
一
斉
清
掃
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

　

５
月
30
日
、
町
内
全
域
で
「
町
内
一
斉

清
掃
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
早
朝
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
清
掃
に
は
多
く
の
住
民
の
方

が
参
加
し
、
地
域
の
環
境
美
化
の
た
め
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
内
の
公
園
や
広
場
、
集
会
所
、
街
路
、

水
路
な
ど
の
雑
草
や
ご
み
、
泥
な
ど
２
ｔ

ト
ラ
ッ
ク
33
台
分
が
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
和
木
町
の
環
境

美
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

カ
サ
ゴ
２
千
匹
を
放
流

　

６
月
９
日
、
小
瀬
川
河
口
沖
で
和
木
漁

業
協
同
組
合
（
宮
本
雅
生
組
合
長
）
と
和

木
町
が
共
同
で
カ
サ
ゴ
の
稚
魚
２
千
匹
を

放
流
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
水
産
資
源
の

維
持
増
大
の
た
め
に
行
っ
て
お
り
、
今
年

は
栽
培
漁
業
協
会
で
６
cm
ま
で
中
間
育
成

さ
れ
た
カ
サ
ゴ
を
用
意
し
、
組
合
員
の
皆

さ
ん
が
カ
サ
ゴ
の
成
長
を
願
い
な
が
ら
優

し
く
海
に
放
流
し
ま
し
た
。

　

放
流
さ
れ
た
カ
サ
ゴ
は
す
ぐ
に
海
底
に

も
ぐ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

み
ん
な
で
広
げ
よ
う
福
祉
の
輪

　

６
月
５
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
上

岡
宗
三
会
長
）
主
催
の
「
平
成
22
年
度
和

木
町
福
祉
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
各
種

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
者
、
社
会
福
祉
関
係

者
、
一
般
町
民
の
方
々
な
ど
約
１
８
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
社
会
福
祉
等
に
功
労
の
あ

っ
た
方
々
に
表
彰
状
と
感
謝
状
を
贈
呈
、

続
い
て
、
犯
罪
被
害
防
止
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
熊
野
照
美
さ
ん
に
よ
る
振
り
込
め
詐
欺

被
害
防
止
講
座
が
行
わ
れ
、
様
々
な
犯
行

例
を
交
え
な
が
ら
詐
欺
撃
退
の
ポ
イ
ン
ト

を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
会
員
に
よ
る

歌
や
踊
り
、
手
品
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

午
後
は
、
総
合
福
祉
会
館
で
、
つ
く
し
会

に
よ
る
カ
レ
ー
の
配
食
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ

ー
、
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
活
動
内

容
を
紹
介
す
る
写
真
や
生
け
花
な
ど
の
展
示

が
あ
り
、
多
く
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ラ
ピ
ー
で
音
の
影
響
を
実
感

　

６
月
７
日
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
で
「
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ラ
ピ
ー
」
が
行
わ
れ
、
約
30

名
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
音
楽
セ
ン
タ
ー
の
吉
本
先
生
、
入

江
先
生
の
指
導
の
も
と
、
い
ろ
ん
な
音
や
音

楽
に
合
わ
せ
て
、
声
を
出
し
た
り
、
体
を
動

か
し
た
り
し
て
、
音
の
影
響
を
感
じ
な
が
ら

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
先
生
が
音
の
イ
メ
ー
ジ

に
合
わ
せ
て
ゆ
っ
く
り
動
い
た
り
、
素
早
く

動
い
た
り
す
る
動
作
を
上
手
に
真
似
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
先
生
が
音
に
合
わ
せ
て
飛
ば

し
た
シ
ャ
ボ
ン
玉
に
は
、
立
ち
上
が
っ
て
必

死
に
手
を
伸
ば
し
た
り
し
て
い
て
、
子
ど
も

の
興
味
の
対
象
や
、
成
長
の
速
さ
に
、
お
母

さ
ん
方
も
驚
い
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

な
お
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
に
て
写
真

を
掲
示
し
ま
す
。
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す

の
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
▼
７
月
21
日
㈬

受
取
り
▼
７
月
26
日
㈪
〜
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ま
ち
の
話
題

人
権
擁
護
委
員
に
沖
永
保
之
さ
ん

ま
ち
の
話
題

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
と
交
流

　

７
月
１
日
、
沖
永
保
之
さ
ん
（
和
木
１

丁
目
）
が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員

に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
全
て
の
人
権
問
題

に
つ
い
て
、
必
要
な
助
言
や
関
係
官
公
署

を
紹
介
す
る
な
ど
、
正
し
い
権
利
を
持
っ

て
い
る
方
が
泣
き
寝
入
り
し
な
い
よ
う
に

解
決
の
手
助
け
を
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
身
近
な
事
例
と
し
て
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
結
婚
、
夫
婦
、
親
子
、
離
婚
、
相
続
な
ど

の
家
庭
内
の
も
め
ご
と

②
結
婚
、
就
職
な
ど
に
関
す
る
不
当
な
差
別

③
い
じ
め
、
体
罰
な
ど
に
よ
る
生
活
上
の
障

害
④
近
隣
間
の
生
活
騒
音
、
悪
臭
、
振
動
な
ど

に
よ
る
生
活
上
の
障
害

⑤
借
地
、
借
家
、
金
銭
貸
借
を
め
ぐ
る
不
当

な
要
求

⑥
民
事
、
家
庭
問
題
で
裁
判
を
受
け
た
く
て

も
、
費
用
が
な
く
て
困
っ
て
い
る
と
き
の

法
律
扶
助
の
手
続
き
な
ど

　

ご
相
談
に
つ
き
ま
し
て
は
、
無
料
相
談
を

文
化
会
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

沖永保之さん

ま
ち
の
話
題

く
ら
し
の
安
心
推
進
員
、
食
の
安
心
モ
ニ
タ
ー
に
空
静
子
さ
ん

ま
ち
の
話
題

山
口
県
健
康
福
祉
祭
美
術
展
に
３
名
が
入
賞

　

６
月
３
日
、空
静
子
さ
ん
（
和
木
4
丁
目
）

が
「
く
ら
し
の
安
心
推
進
員
」
及
び
「
食

の
安
心
モ
ニ
タ
ー
」
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

く
ら
し
の
安
心
推
進
員
は
、
悪
徳
商
法

等
に
よ
る
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
や
拡

大
防
止
の
た
め
、
地
域
に
お
け
る
見
守
り
活

動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

食
の
安
心
モ
ニ
タ
ー
は
、
日
常
の
購
買
活

動
を
通
じ
た
食
品
表
示
や
衛
生
管
理
等
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
、
さ
ら
に
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で

発
見
し
た
不
適
正
な
食
品
の
取
扱
い
等
の
報

告
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
か
ら
の

食
の
安
全
に
関
す
る
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

　

消
費
生
活
や
食
の
安
心
・
安
全
の
こ
と
で

お
困
り
の
と
き
は
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

空
　

静
子
（
☎
52
ー
２
０
８
４
）

　

６
月
11
日
か
ら
14
日
ま
で
行
わ
れ
た
「
山

口
県
健
康
福
祉
祭
美
術
展
」
で
、
三
谷
久

笑
さ
ん
が
「
天
使
の
舞
」、
依
田
一
司
さ
ん

が
「
う
飼
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
テ
ー
マ
に

写
真
の
部
で
そ
れ
ぞ
れ
「
銀
賞
」、
灘
本
美

智
子
さ
ん
が
「
秋
」
を
テ
ー
マ
に
洋
画
の
部

で
「
は
つ
ら
つ
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
す
ば
ら
し
い
作
品
づ
く
り

を
し
て
く
だ
さ
い
。

空　静子さん

灘本美智子さん「秋」

三谷久笑さん「天使の舞」

依田一司さん「う飼トレーニング」
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６
月
16
日
、
和
木
小
学
校
で
、
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
（
重
本
正
明
会
長
）
の
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
総
会
で
は
、
役
員
の
選

出
、
子
ど
も
の
安
全
確
保
に
向
け
た
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
児
童
が

主
催
す
る
「
あ
ん
し
ん
・
あ
ん
ぜ
ん
・
あ
り

が
と
う
集
会
Ⅲ
」
が
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
や
感
謝
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

感謝の記念品を渡す児童ら



ま
ち
の
話
題

新
入
生
に
交
通
安
全
旗
を
贈
呈

　

６
月
１
日
、
和
木
小
学
校
１
年
生
に
、

山
口
東
農
業
協
同
組
合（
神
尾
透
組
合
長
）

よ
り
、
交
通
事
故
未
然
防
止
と
安
全
な
環

境
づ
く
り
を
願
い
、
交
通
安
全
横
断
旗
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
交
通
事
故
に
は
十

分
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

　

６
月
18
日
、
清
家
光
子
さ
ん
が
満
90
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
町
か
ら
長
寿
の

お
祝
い
と
し
て
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

清
家
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
は
十

分
に
気
を
付
け
て
、
い
つ
ま
で
も
長
生
き

し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
、90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、

厚
生
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、

今
回
を
含
め
て
３
名
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

山
口
県
史
編
さ
ん
調
査
委
員

末
岡
美
胤
さ
ん
再
任

　

６
月
１
日
、
末
岡
美
胤
さ
ん
（
和
木
２

丁
目
）
が
、
山
口
県
知
事
か
ら
県
史
編
さ

ん
調
査
委
員
に
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
史
編
さ
ん
は
、
山
口
県
の
現
代
に
至

る
ま
で
の
歴
史
を
顧
み
、
貴
重
な
歴
史
的

資
料
を
県
民
共
有
の
財
源
と
し
て
後
世
に

伝
え
、
県
民
文
化
の
振
興
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
任

期
は
、
平
成
22
年
６
月
１
日
か
ら
平
成
24

年
５
月
31
日
ま
で
で
す
。

清家光子さん

ス
ポ
少
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
大
活
躍

ス
ポ
少
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
大
活
躍

全
国
大
会
出
場
が
決
定
！

　

６
月
６
日
、
横
山
河
川
敷
運
動
広
場
で

行
わ
れ
た
山
口
県
予
選
大
会
で
惜
し
く
も

準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
が
、
長
崎
県
で
７

月
30
日
〜
８
月
３
日
に
開
催
さ
れ
る
「
第

24
回
全
日
本
小
学
生
男
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
」
に
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、
目
覚
し
い
活
躍
を
続
け
て

い
る
ス
ポ
少
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
全
国
大

会
で
も
す
ば
ら
し
い
活
躍
が
大
い
に
期
待

さ
れ
ま
す
。

宇
津
木
妙
子
さ
ん
に
誕
生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　

３
月
２
日
、
文
化
協
会
の
講
演
会
の
際
、

宇
津
木
さ
ん
が
部
員
た
ち
に
、「
４
月
６
日

が
誕
生
日
な
の
で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
待
っ
て

ま
す
！
」
と
冗
談
で
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
言
葉
を
忘
れ
な
か
っ
た
部
員
た
ち
は
、

寄
せ
書
き
と
チ
ー
ム
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
し
た
。

　

後
日
、
宇
津
木
さ
ん
よ
り
、
お
礼
の
手

紙
（
直
筆
）
が
届
き
、
５
月
30
日
に
日
本

リ
ー
グ
で
の
再
会
を
約
束
さ
れ
ま
し
た
。

　

宇
津
木
さ
ん
は
、「
努
力
の
必
要
性
」

「
個
々
の
犠
牲
心
を
も
っ
て
チ
ー
ム
と
な

す
！
」
な
ど
同
じ
考
え
を
持
つ
部
員
た
ち

に
大
変
驚
か
れ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
再
会
し
た
と
き
に
、
多
く
の
人

と
接
し
て
い
る
と
、
礼
儀
や
肌
で
感
じ
る

も
の
だ
け
で
、
チ
ー
ム
の
よ
さ
が
わ
か
る

と
言
っ
て
い
た
だ
き
、
部
員
は
、
大
変
光

栄
に
思
い
、
感
激
し
た
そ
う
で
す
。

ス
ポ
少
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
大
活
躍

河村教育長に交通安全旗を贈呈する神尾透組合長（右）
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参
議
院
議
員
通
常
選
挙　
投
票
日
７
月
11
日
㈰

参
議
院
議
員
通
常
選
挙　
投
票
日
７
月
11
日
㈰

11

　

平
成
２
年
７
月
12
日
以
前
に
生
ま
れ
た

日
本
国
民
で
、
平
成
22
年
３
月
23
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
町
内
に
住
所
を
有
し
、
本

町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る

方
で
す
。

　

た
だ
し
、
県
や
町
の
選
挙
の
場
合
と
異

な
り
、
次
の
よ
う
な
方
も
投
票
で
き
ま
す
。

◆
町
外
へ
の
転
出
者
で
あ
っ
て
も
、
和
木

町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ

ば
、
本
町
で
投
票
で
き
ま
す
。

◆
他
の
市
町
村
か
ら
の
転
入
者
で
、
平
成

22
年
３
月
24
日
以
降
に
転
入
の
手
続
き

を
さ
れ
た
方
は
、
前
の
住
所
地
で
投
票

で
き
ま
す
。（
本
町
で
は
、
投
票
で
き

ま
せ
ん
。）

◆
修
学
の
た
め
、
町
外
の
寮
、
下
宿
等
に

居
住
し
て
い
る
学
生
生
徒
の
住
所
は
、

特
段
の
理
由
が
な
い
限
り
、
そ
の
寮
、

下
宿
等
の
所
在
地
に
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
た
め
、
本
町
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

投
票
で
き
る
方

７
月
11
日
㈰

７
時
〜
20
時

◎
和
木
第
１
投
票
所

　

体
育
セ
ン
タ
ー

◎
和
木
第
２
投
票
所

　

和
木
５
丁
目
集
会
所

◎
瀬
田
投
票
所

　

公
民
館
瀬
田
分
館

◎
関
ヶ
浜

　

公
民
館
関
ヶ
浜
分
館

※

投
票
場
所
は
、
有
権
者
に
郵
送
さ
せ
て

い
た
だ
く
投
票
所
入
場
券
（
は
が
き
）

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

開
票
は
、
投
票
日
当
日
の
７
月
11
日
に

体
育
セ
ン
タ
ー
で
20
時
50
分
か
ら
行
う
予

定
で
す
。

投
票
日
時

投
票
場
所

開
票

　

参
議
院
選
挙
で
は
、
山
口
県
選
出
議
員

選
挙
と
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の
２
つ

の
投
票
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

◆
山
口
県
選
出
議
員
選
挙

　

候
補
者
名
を
記
載
し
て
投
票
し
ま
す
。

◆
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

政
党
そ
の
他

の
政
治
団
体

の
名
称
、
ま

た
は
候
補
者

名
を
記
載
し

て
投
票
し
ま

す
。

選
出
方
法
に
つ
い
て

　

投
票
日
に
、
公
私
の
用
事
や
旅
行
等
で

投
票
所
へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、

選
挙
公
示
日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日

ま
で
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
外
の
市
町
村
に
滞
在
中
の
方

や
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
へ
入
院
、
入
所

さ
れ
て
い
る
方
は
、
不
在
者
投
票
制
度
が

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

６
月
25
日
㈮
〜
７
月
10
日
㈯

時
　

間
▼
８
時
30
分
〜
20
時

場
　

所
▼
役
場
議
会
棟
１
階
委
員
会
室

持
参
す
る
も
の
▼
投
票
所
入
場
券
（
届
い

て
い
る
場
合
）

※

印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

選
挙
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
▼

和
木
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
企
画
総
務
課
内
）

　
　

（
☎
52
ー
２
１
３
６
　

内
線
３
０
６
）

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

期
日
前
投
票
の
期
間

７
月
11
日
㈰
、
第
22
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
将
来
と

私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
選
挙
で
す
。
必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

参
議
院
議
員
通
常
選
挙　
投
票
日
７
月
11
日
㈰

ー 
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！ 

選
挙
権
の
ポ
イ
捨
て 

ー



児童扶養手当制度が拡充されます児童扶養手当制度が拡充されます
平成２２年８月１日から

母子家庭だけでなく、父子家庭も支給対象になります。
◆支給対象
　・父母が離婚した後、父または母と生計を同じくしていない児童
　・父または母が死亡した児童（遺族年金等を受けている場合を除きます。）
　・父または母が重度の障害の状態にある児童
　・父または母の生死が明らかでない児童
　・父または母に１年以上遺棄されている児童
　・父または母が引き続き１年以上拘禁されている児童
上記に該当する方で所得が一定額以下の方
◆申請が必要です
　児童扶養手当を受給するためには、申請が必要です。申請書は住民サービス課に用意してありますので、
下記のものを持参してください。
　・戸籍謄本（離婚の場合は離婚の記載があるもの。親子で違う戸籍の場合はそれぞれ必要です。）
　・印かん
　・口座番号が分かるもの
　・世帯全員の住民票（２００円）
　申請日（書類のそろった日）の翌月分からの支給になりますが、１１月３０日までに申請されると８月分
までさかのぼることができます。
◆支給額
　１人目９，８５０円～４１，７２０円（所得に応じて支給額が決定されます。）
　２人目５，０００円　３人目以降　３，０００円
◆支給月
　児童扶養手当は年３回（４月、８月、１２月）４ヵ月分を支給します。最初の支給は１２月（８～１１月分）
になります。

問合せ　住民サービス課（☎５２－２１９４）

　

県
で
は
、８
月
１
日
か
ら「
や
ま
ぐ
ち
障
害
者
等
専
用
駐
車
場
利
用
証
制
度
」

を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、県
に
登
録
さ
れ
た
公
共
・
民
間
施
設
の
身
障
者
用
駐
車
場（
や

ま
ぐ
ち
障
害
者
等
専
用
駐
車
場
）
を
利
用
で
き
る
利
用
証
を
交
付
す
る
も
の

で
す
。

【
対
　

象
】

○
障
害
、
高
齢
、
難
病
な
ど
で
歩
行
や
乗
降
が
困
難
な
方

○
け
が
、
妊
娠
な
ど
で
一
時
的
に
歩
行
や
乗
降
が
困
難
な
方

【
利
用
証
の
交
付
に
つ
い
て
】

　

■
受
付
開
始
日
　

７
月
１
日
㈭

　

■
交
付
窓
口
　

山
口
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
山
口
県
厚
政
課

　
　
　
　
　
　
　

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保
健
福
祉
課

　

■
そ
の
他
　

利
用
証
は
、
原
則
と
し
て
即
日
交
付
し
ま
す
。

　

※

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
保
健
福
祉
課
（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

　
　
　　
　

山
口
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
０
８
３
ー
９
２
４
ー
２
８
２
０
）

　
　
　
　

山
口
県
厚
政
課
（
☎
０
８
３
ー
９
３
３
ー
２
７
２
４
）

平成２２年８月１日から平成２２年８月１日から

や
ま
ぐ
ち
障
害
者
等
専
用
駐
車
場
利
用
証
制
度
を
開
始

児童扶養手当制度が拡充されます
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後期高齢者医療の保険証を更新します
　現在お持ちの「後期高齢者医療被保険者証」は、有効期限が７月31日までとなっています。
　新しい保険証（オレンジ色）は７月下旬に、郵送（簡易書留）いたします。
　保険証は、８月１日からご使用になれます。
　古い保険証（うすい緑色）は、８月１日以降使えませんので、各自で処分してください。　
　（返却は不要です）

　　　　　　　　　問合せ　保健福祉課　福祉医療係（☎５２－２１９５）
　　　　　　　　　　　　　山口県後期高齢者医療広域連合（☎０８３－９２１－７１１１）

申請について申請について

13



現在交付されている減額認定証の有効期限は、７月３１日までとなっています。

現在、減額認定証をお持ちの方で…
①８月以降の認定区分が「区分Ⅰ」（※１）の該当となる方
→８月上旬に新しい減額認定証を直接送付します。（平成22年度から自動更新になります。申請書提
出の必要はありません。）減額認定証受領後は、医療機関の方へご提示ください。

②８月以降の認定区分が「区分Ⅱ」（※２）の該当となる方
→７月下旬に山口県後期高齢者医療広域連合から「申請のお知らせ」と「申請書」を送付しますの
で、必ず８月31日までに更新の手続きをしてください。（減額認定証は申請を行った月の初日から
有効となりますので、９月１日以降に申請をされますと、減額認定されない空白の月が生じること
になります。）
　なお、現在「区分Ⅱ」の減額認定証をお持ちの方で、その減額認定証の有効期間内の入院日数の
合計が91日以上の場合は、申請することで食事代が更に減額されます。申請の際は病院の領収書な
ど、入院日数の分かる書類をご持参ください。

※「区分」に該当になる方については、直近の入院状況について正確な確認を期すために、申請書

を提出していただき更新することにしています。

＊１ 区分Ⅱ：世帯の全員が住民税非課税である世帯に属する方。
＊２ 区分Ⅰ：世帯の全員が住民税非課税であり、各種収入から必要経費・控除を差し引いた所得が

０円となる世帯に属する方（収入が年金のみの場合は、年金収入80万円以下の方）ま
たは老齢福祉年金受給者。

※同一世帯内に住民税の申告等がまだお済みでない方がいらっしゃる場合（未申告の状態）、本来の
負担区分判定ができないことがあります。その際は、税務課窓口にて、まず申告をしていただくよ
うお願いします。

○申請・更新場所：保健福祉課　福祉医療係
○必 要 な も の：①後期高齢者医療制度の保険証

②現在交付されている平成21年度の減額認定証
③現在「区分Ⅱ」の減額認定証をお持ちの方で、その認定期間内の入院日数
の合計が91日以上の場合、入院日数が確認できる書類（病院の領収書など）

問合せ　保健福祉課　福祉医療係（☎５２－２１９５）
　　　　山口県後期高齢者医療広域連合（☎０８３－９２１－７１１１）
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プ
ー
ル
の
利
用
方
法
、
日
程
に
つ
い
て

期　

日
▼
５
月
29
日

場　

所
▼
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
グ
ラ
ン
ド

結　

果
▼
優
勝

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

期　

日
▼
５
月
16
日

場　

所
▼
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

結　

果
▼
優
勝

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

第
８
回
本
郷
近
郊

少
年
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

岩
国
リ
ー
グ
第
２
節

　
「
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
」
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会
の
準
備
及
び
「
ア
リ
ー
ナ
の
補
修
工

事
」
の
た
め
、左
記
の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

休
館
期
間
▼
８
月
10
日
㈫
〜
24
日
㈫

※
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
は
、
窓
口

業
務
を
行
い
、
窓
口
は
、
８
月
13
日
㈮
〜

15
日
㈰
及
び
21
日
㈯
、
22
日
㈰
は
、
お
休

み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

開
放
日
▼
７
月
21
日
〜
８
月
28
日　

※
閉
鎖
期
間
は
左
記
の
と
お
り

中
学
校
プ
ー
ル
及
び
町
民
プ
ー
ル
（
幼
児

プ
ー
ル
）

８
月
13
日
〜
15
日
、
18
日
〜
24
日

瀬
田
・
関
ヶ
浜
河
川
プ
ー
ル

８
月
13
日
〜
15
日

開
放
時
間
▼
10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時

《
各
プ
ー
ル
で
の
注
意
事
項
》

◆
町
民
プ
ー
ル
（
幼
児
プ
ー
ル
）

※
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、

必
ず
幼
児
等
の
保
護
者

が
同
伴
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、保
護
者
が
、

各
自
で
自
分
の
子
ど
も

を
管
理
、
監
督
し
て
く

だ
さ
い
。

※
幼
児
が
利
用
す
る
場

合
、
小
学
校
２
年
生
ま

で
子
ど
も
の
入
場
は
で

き
ま
す
。

※
幼
児
等
で
、
オ
ム
ツ
の

は
ず
れ
て
い
な
い
場
合

は
、利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
水
泳
用
の
帽
子
を
必
ず
着
用
し
て

　

く
だ
さ
い
。

※
ゴ
ー
グ
ル
、
浮
き
輪
の
使
用
は
可
能
で
す

が
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、
ボ
ー
ト
な
ど
他
の

人
に
迷
惑
と
な
る
よ
う
な
物
の
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

◆
中
学
校
プ
ー
ル

※
プ
ー
ル
入
口
で
受
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
プ
ー
ル
は
、
小
学
校
３
年
生
〜
一
般

　

こ
れ
か
ら
花
火
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す

が
、
花
火
の
取
扱
い
不
注
意
に
よ
る
火
傷
事

故
や
火
災
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
ル
ー
ル
を

守
っ
て
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

◆
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を
必
ず
守
り

ま
し
ょ
う
。

◆
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、
燃
え
や
す

い
も
の
が
あ
る
場
所
で
遊
ん
だ
り
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
て
必
ず
大

人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

◆
た
く
さ
ん
の
花
火
に
、
一
度
に
火
を
付
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
危
な
い
の

で
や
め
ま
し
ょ
う
。

◆
花
火
の
筒
先
に
顔
や
手
を
絶
対
に
出
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

体
育
セ
ン
タ
ー
休
館
の
お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ

の
方
の
み
利
用
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
小

学
生
に
つ
い
て
は
、
必
ず
保
護
者
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。
保
護
者
が
一
緒
に
遊
泳

で
き
な
い
場
合
は
、
利
用
を
お
断
り
し
ま

す
。

※
小
学
生
が
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
保

護
者
が
自
分
の
子
ど
も
を
管
理
、
監
督
し

て
く
だ
さ
い
。

※
水
泳
用
の
帽
子
を
必
ず
着
用
し
て
く
だ
さ

い
。

※
ゴ
ー
グ
ル
、
浮
き
輪
の
使
用
は
可
能
で
す

が
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
、
ボ
ー
ト
な
ど
他
の

人
に
迷
惑
と
な
る
よ
う
な
物
の
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

◆
瀬
田
・
関
ヶ
浜
河
川
プ
ー
ル

※
悪
天
候
や
水
質
が
悪
化
し
た
等
、
遊
泳
に

適
さ
な
い
場
合
は
、
急
に
閉
鎖
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

《
共
通
注
意
事
項
》

※
す
べ
て
の
プ
ー
ル
で
の
飛
び
込
み
は
、
禁

止
し
ま
す
。

※
利
用
上
の
注
意
事
項
が
守
っ
て
い
た
だ
け

な
い
と
き
は
、
利
用
を
お
断
り
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
他
の
利
用
者
に
迷

惑
を
か
け
る
よ
う
な
行

為
を
さ
れ
る
な
ど
、
社

会
一
般
通
念
上
い
け
な

い
と
思
わ
れ
る
行
為
を

さ
れ
た
場
合
は
、
今
後

の
利
用
を
お
断
り
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（　

52
ー
２
８
１
１
）
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浴衣を着て花火見物に出かけませんか

ゆ か
た 着 付

教室着 付
教室

日　時　７月 17 日（土）　13 時～ 15 時
場　所　コミュニティセンター３階
内　容　ゆかたの着付け、帯結び
　　　　子どものゆかたの着せ方
講　師　相川秀子先生（着物着付け教室講座講師）
準備するもの　ゆかた、帯、伊達締め
　　　　　　　ひも３本、タオル３枚
申込み　７月１２日までにコミセンへ
　　　　　　　　　　　　　 （TEL・FAX可）
対　象　幼児から大人まで　先着 15 名（無料）
問合せ　総合コミュニティセンター
　　　　 （☎ 52－2191）
　　　　（　 52－5200）

大
竹
観
光
協
会

小
瀬
川
大
和
橋
下
流

荒
天
時
・
河
川
増
水
等
の
場
合

7
月
24
日
に
順
延

︵
両
日
と
も
開
催
で
き
な
い
場
合
は
中
止
︶

○
花
火
打
ち
上
げ
中
に
灯
ろ
う
流
し
を
行
い
ま
す
。

午
後
8
時
10
分
よ
り

㈮

大
竹・和
木  

川
ま
つ
り

（和木町）
車両通行止区間（19：00～21：30）
車両通行止標識

和木
小学校
和木
小学校

所
生花店

仮設
トイレ
仮設
トイレ

本部本部

JA山口東JA山口東

★
打上地点
★

打上地点

体育センター
西京
銀行

〒

支部
（消防車庫）
支部

（消防車庫）

車輌通行禁止時間帯は、車の出入りは
できませんので、ご了承ください。

大竹・和木川まつり花火大会

　花火大会の開催に向けて、たる募金を設置して
います。皆さまのご理解とご支援をいただき花火
大会の運営の一助にしたいと思います。ご協力を
お願いします。

　設置場所
　　役場１階入口付近
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邦 楽 演 奏 会
日　時　７月２５日（日）
　　　　　開演：１３時３０分
場　所　文化会館

問合せ　文化協会（　５２－２１９１）

生 改 連 朝 市
日　時　７月１４日（水）　９時～
場　所　総合コミュニティセンター
　　　　図書館入口前
内　容　新鮮な野菜の販売
問合せ　住民サービス課
　　　　　　（　５２－２１９４）

河川一斉清掃

「クリーン小瀬川」

河川一斉清掃

「クリーン小瀬川」

　毎年、国や自治体と共に、小瀬川沿
いの自治会、老人会、子ども会など、
皆さんのボランティアにより、空き缶
やごみで汚れた小瀬川を清掃する運動
が行われています。
　今年は、７月１８日（日）に開催され
ます。一人ひとりの力を集めて、美し
い小瀬川を大切に守っていきましょう。
※和木町の分別ルールに従ってください。
問合せ　
　国土交通省太田川河川事務所計画課
　　　　（　０８２－２２２－９２４６）

　

６
月
21
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
お
い
で
ま
せ
！
山
口
国
体
和
木

町
実
行
委
員
会
（
古
木
哲
夫
会
長
）
の
第

３
回
総
会
が
開
催
さ
れ
、
大
会
顧
問
、
参

与
の
方
々
、
総
務
企
画
、
競
技
式
典
、
宿

泊
衛
生
、
輸
送
交
通
の
各
委
員
の
40
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
古
木
会
長
か
ら
「
リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
及
び
来
年
の
本
大
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
続
い
て
の

総
会
議
事
で
は
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
、

決
算
報
告
、
監
査
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、

今
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
案
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
８
月
に
開
催
さ
れ
る
リ
ハ
ー

サ
ル
大
会
の
要
項
案
を
も
と
に
、
大
会
日

程
の
説
明
や
概
要
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
成
功
に
向
け
て
、
多
く
の
町
民

の
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

国
体
第
３
回
総
会
を
開
催

　視覚障害と知的障害を併せ持つ、佐世保特別支援学校高等部３
年「かけやつよしさん」のコンサート。
　独創性のあるピアノ、パーカッション、綺麗な歌声とその才能
は計り知れず、誰もが深い感動を受けます。
　多くの方のご来場を心よりお待ちしています。
日　時　８月７日（土）　開場：13時 30分　開演：14時
会　場　文化会館
入場料　無料

問合せ　保健福祉課内
　　　　人権施策推進協議会（☎５２－２１９５）

入場整理券を７月５日（月）から
保健福祉課、文化会館で配布し
ます。
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山口国体和木町実行委員会事務局
〒 740 － 0061
　和木町和木２丁目１－１
　文化会館２階（ 54－ 0031）
　　　　　　　　　（ 54－ 0032）

銃 剣 道 競 技 会

本大会　　会期：平成23年10月7日（金）～9日（日）　会場：和木中学校体育館
リハーサル大会　会期：平成22年8月22日（日）　　　会場：和木中学校体育館

第66回 国民体育大会

桑
原
克
忠
さ
ん

（
岩
国
市
在
住
）

和木小学校旧校舎前（中央：桑原さん）

司　　会　前回の山口国体の開催を前にフェンシングへ転向されたそうですが
桑原さん　当時、わたしは、興亜石油（現：JX 日鉱日石エネルギー株式会社）

の剣道部に所属していましたが、和木町でフェンシング競技を引き
受けるということになり、国体開催の２年前、この競技に転向しま
した。今でこそ「フェンシング」という競技は、だれもが知ってい
るスポーツですが、その頃は、ほとんど知られていませんでした。
少し不安はありましたが、基本の動作などはほぼ同じでしたので、
あまり違和感はありませんでした。剣道と比べて、両足で踏み込むか、
片足で踏み込むかのことくらいの違いにしか感じませんでした。ま
た、この大会の開催に向けてフェンシング協会を設立しました。

司　　会　山口国体での思い出は
桑原さん　この大会には、和木町の強化選手の戸田さん、清水さん、岩堀さん

が出場しました。残念ながら、この年は優勝することはできませんで
したが、翌年の新潟国体では、完全優勝を果たしました。私は、役員
として国体に参加しました。会社から２週間の特別休暇をいただき、
町民の方や役場の職員と一緒に、競技の進行や準備
などに携わりました。また、本大会には、多くの方々
が観戦され、賑やかに開催されたことを思い出しま
す。

司　　会　フェンシング選手としての思い出は
桑原さん　私は、選手として山口国体には出場しませんでした

が、その後の国体に、選手として５回、監督として
４回ほど出場しました。ある国体では、協会立ち上
げの際に指導していただいた先生と対戦、勝利し、
地元の新聞に「先生を倒した」などと大きく取り上
げられた思い出もあります。

　　　　　最後になりますが、国体が成功するよう頑張ってください。

おいでませ！山口国体　銃剣道競技リハーサル大会
◆開催日　８月 22日（日）　◆会場　和木中学校体育館

きらめきサポーターの登録を締め切りました
　３月から募集した、きらめきサポーター（国体ボランテ
ィア）に約４００名の方の登録がありました。多くの方々
のご登録をいただき、ありがとうございました。今後、ボ
ランティア研修などを重ねて、県内外から訪れる選手や監
督のおもてなしや競技会のサポート等をしていただきます。
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第
１
回
社
会
教
育
委
員
会
議
開
催

第
１
回
社
会
教
育
委
員
会
議
開
催

｢

わ
き
あ
い
キ
ッ
ズ｣

（
ス
ポ
ー
ツ
）

岩
国
地
域
集
団
指
導
者
研
修
会

｢

わ
き
あ
い
キ
ッ
ズ｣

（
ス
ポ
ー
ツ
）

岩
国
地
域
集
団
指
導
者
研
修
会

｢

わ
き
あ
い
キ
ッ
ズ｣

（
ス
ポ
ー
ツ
）

岩
国
地
域
集
団
指
導
者
研
修
会

19

和木町生涯学習のマスコットです。
かわいがってネ

社会きょういくコーナー
社会教育広報通算388号

早寝早起き 朝ごはん 読　書 外遊び

家庭の元気応援キャンペーン家庭の元気応援キャンペーン

　

６
月
６
日
、
岩
国
市
本
郷
公
民
館
で
岩
国
地
域
子
ど

も
会
育
成
者
・
集
団
指
導
者
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
和

木
町
か
ら
各
単
位
子
ど
も
会
の
育
成
者
な
ど
25
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
と
し
て
、
山
口
県
子
ど
も
会
連
合
会
専
門

委
員
　

山
下
昌
彦
氏
に
よ
る
講
義
『
子
ど
も
会
の
重
要

性
』、
同
じ
く
信
田
百
合
夫
氏
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
ド
ッ
チ
ビ
ー
を
つ
か
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
現
状

や
課
題
等
に
つ
い
て
の
認
識
を
新
た
に
さ
せ
ら
れ
た
内

容
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
研
修
会
に
先
立
ち
、
永
年
子
ど
も
会
活

動
に
ご
尽
力
さ
れ
た
方
々
及
び
活
動
が
優
秀
な
団
体

（
瀬
田
・
前
組
・
上
組
子
ど
も
会
）
に
対
し
、
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

放
課
後
子
ど
も
教
室｢

わ
き
あ
い
キ
ッ
ズ｣

の
ス
ポ

ー
ツ
教
室
（
ミ
ニ
バ
ス
・
野
球
）
が
６
月
５
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
バ
ス
は
ド
リ
ブ
ル
、
パ
ス
、
シ
ュ
ー
ト
の
練

習
を
し
ま
し
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
大
き
さ
に

な
か
な
か
慣
れ
ず
、
ド
リ
ブ
ル
も
難
し
そ
う
で
し
た

が
、
最
後
は
シ
ュ
ー
ト
も
入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

野
球
は
、
前
回
ソ
フ
ト
で
も
練
習
を
し
た
の
で
、

少
し
慣
れ
た
様
子
で
、
ボ
ー
ル
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
り
、

バ
ッ
ト
を
振
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
大
き
な
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
思
い
切
り
練
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

６
月
１
日
、
第
１
回
社
会
教
育
委
員
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
主
管
（
総
合
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
体
育
セ
ン
タ
ー
・
文

化
会
館
等
）
か
ら
今
年
度
の
運
営
方
針
や
行

事
予
定
に
つ
い
て
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
役
員
及
び
委
員
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称

略
）

　

和
木
町
の
社
会
教
育
の
推

進
の
た
め
に
、
貴
重
な
ご
意

見
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
委
員
の
皆
さ
ん
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
１
回
社
会
教
育
委
員
会
議
開
催

議
　

長
　

沖
　

道
明

副
議
長
　

西
田
敏
子

委
　

員
　

中
村
充
子
・
柳
井
祐
江
・
栗
森
直
美

　

〃
　
　

石
角
仁
士
・
柏
村
雅
実
・
中
礒
利
博

　

〃
　
　

川
上
千
秋
・
田
中
雅
彦
・
吉
田
浅
美

　

〃
　
　

重
本
正
明
・
岡
本
勝
之
・
上
岡
宗
三

　

〃
　
　

三
牧
利
信

　

自
分
た
ち
の
成
人
式
を
、
自
分
た
ち
で
つ

く
り
あ
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
　

象
▼
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

仕
事
内
容
▼
成
人
式
の
企
画
・
運
営

　
　
　
　
　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
企
画
・
運
営

成
人
式
日
時
（
予
定
）▼

　

平
成
23
年
１
月
９
日
㈰

　
　

受
　

付
：
10
時
30
分
〜

　
　

式
　

典
：
11
時
〜
11
時
30
分

　
　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
：
12
時
〜
13
時

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会
（
☎
53
ー
３
１
２
３
）

平
成
23
年
成
人
式
実
行
委
員
募
集
！

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●



7月の休館日

4
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6
13
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7
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28
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2
9
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23
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3
10
17
24
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5
12
19
26

○は「ゆびとま」おはなし会の日
■白字は図書館休館日

アイ・キャン和木チャンネル
          放送番組ＤＶＤ貸出中！

絵本の読み聞かせ 三井化学からの寄贈図書
特別展示中！

読書感想画・感想文の課題図書貸出・予約受付中！
夏休みになる前に、　一気に読破してみませんか !?
※課題図書の貸出は１週間です。貸出期限を守りましょう。

○ＤＶＤに収録したものをお貸しします。
○貸出方法等は他のＤＶＤと同様です。

【６月放送分】
　　●高齢者パットゴルフ大会
　　●ふれあい工房クローバー開所式
　　●平成 22 年第 2回和木町議会定例会

≪問合せ≫
　◆内容について　企画総務課（☎52－2136）
　◆貸出について　図　書　館（☎54－0222）

　三井化学株式会社岩国大竹工場様
より、今年も青少年の育成及び科学
（化学）への興味・関心を持っても
らいたいという目的で資料を寄贈し
ていただきました。
　科学工作等夏休みに向けてぜひご
活用ください。

日　時　７月 17 日（土）
　　　　10 時 30 分～ 11 時
　　　　おはなし会サークル
　　　　「ゆびとま」
対象者　幼児・小学生
場　所　図書館絵本のコーナー
問合せ　図書館
　　　　　（☎５２－０２２２）

＜CD＞
☆マイ・クラシックス 2／平原綾香
☆ＦＡＮＴＡＳＹ／ＥＸＩＬＥ
☆ＴＷＩＳＴ／矢沢永吉
☆予感／さだまさし
☆マイ・プレリュード／松田聖子
☆Ｌｏｖｅｂｏｘ／ＢＥＮＩ
☆歌謡紀行～安芸の宮島～／水森かおり
☆バイオニック／クリスティーナ・アギレラ
☆演歌大将～日本列島歌飛脚～／大江裕

＜一般書＞
『マルス・ブルー』
『夏の入口、模様の出口』
『楚漢名臣列伝』
『僕らの青春　下町高校野球部物語』
『老猿』
『終わらざる夏　上・下』
『銀狼王』
『夜の底は柔らかな幻　上・下』
『天海の秘宝　上・下』
『夜行観覧車』
『世の中がわかるお金の本』

『最新の経済と政治のニュースが世界一わかる本』

『＜医師＞＜看護師＞＜患者・家族＞による糖尿病の本』

『上手に“痛い”が言える本』
『産後ママの体と心　トラブル解消ＢＯＯＫ』　

＜児童書・絵本＞
『かあさん　どうして』　
『ふしぎなヨットのかいぞくやまねこ』　

『ぼく、なきむし？』　
『小さな王様とかっこわるい竜』　
『たなばたまつり』　
『二人の小さな家』　

『ダンス・ダンス！』　
『図書室からはじまる愛』　

『危険ないとこ』　　
『闇の喇叭（ラッパ）』　

鳴海章著
川上未映子著
宮城谷昌光著
半村良著
藤田宜永著
浅田次郎著
熊谷達也著
恩田陸著
夢枕獏著
湊かなえ著
和仁達也著

細野真宏著
　

阪本要一著　東めぐみ著　高橋一征著
田中佑次著

対馬ルリ子監修　ＮＨＫ出版編

谷川俊太郎詩　中村悦子絵

斉藤洋作　おおのあきこ絵
長谷川知子作

なかがわちひろ作・絵
松成真理子作

シーリア・ウィルキンズ作
ダン・アンドレイアセン画　土屋京子訳

田部智子作　岡田千晶画

パドマ・ヴェンカトラマン著　小梨直訳
ナンシー・ワーリン作　越智道雄訳

有栖川有栖著
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献血のお知らせ献血のお知らせ

　運動をしているときだけでなく、普段と変わりのない作業でもじわーっと汗が出てくる季節
になりました。私たちの体重の約６０％は水分です。飲み物や、食べ物から得る水分のおかげ
でひとつひとつの細胞がみずみずしくなれるのです。
　身体からはいつでも水分が失われています。すぐにイメージできるのは汗や、排尿ですね。
でもそれだけではなく、不感蒸泄といって知らないあいだに身体から水分が蒸散する現象もお
きています。そのため、皆さんに注意してもらいたいのは、夏場によく耳にする、「熱中症」や「脱
水」です。どんどん暑くなっていくこの時期、今までと同様の水分補給だけだと足りない恐れ
があります。もちろん、身体は「水分が足りない」ことを「喉が渇いた」という欲求を出して
教えてくれますが、高齢になると渇きを感じる身体の機能が低下して
いるため、なかなか自分では気付きにくい状態にあります。また、幼
児は喉が渇いていることを忘れるほど遊びに夢中になることもありま
す。周囲の方が水分摂取を促してくださいね。

●ちょっと小話
～夏の子どもの事故予防～
　暑くなると家庭用のプールや川などで水遊びをする機会も増えてくるのではないかと思いま
す。プールや川の水かさが浅くても溺れるケースはあります。乳幼児は頭が重いため頭からす
べってしまうことが多く、一度すべってしまうと頭の重さやパニックのためなかなか元に戻れ
ません。夏の暑さを乗り切る楽しい水遊びのために、保護者の方はお子さんから目を離さない
よう意識をお願いします。
　プールや川以外に、乳幼児が溺れる事故は家の中でも起きます。水を溜め置きしたままの浴

槽、洗濯機などなど。昨日できなかったことができるようになっ
ていたりと、子どもさんは日々成長しますよね。一日の大半を過
ごす家の中だからこそ、誤って溺れてしまう環境はないかもう一
度確認してみてください。
※１０cm程度の水位でも溺れる恐れがあります。浴槽や洗濯機
だけでなく、洗面器やバケツなども水を張ったままにしていな
いか注意しましょう。

夏の体調管理

元気アップ教室元気アップ教室元気アップ教室

①エアロビクス
日　時　７月１６日（金）　１０時～１１時３０分
内　容　『楽々エアロビクス』
準　備　動きやすい服装・室内シューズ・
　　　　タオル・バスタオル・お茶
申込み　７月９日（金）まで

会場および問合先は
保健相談センター（☎５２－７２９０）

　６月号の広報で、次回献血の日程
を７月７日（水）とお知らせしまし
たが、正しくは、次のとおりです。訂正し、お詫び
申し上げます。

日　時　　７月１４日（水）
　　　　①１０時～１２時　②１３時～１５時３０分
場　所　保健相談センター
問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

皆さまのご協力をお待ちしています。

訂
正 献血のお知らせ
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健診のお知らせ健診のお知らせ

※7月29日（木）は健診結果説明会のためプレイルームはお休みです。  
★は申込みが必要です。

（7月16日～8月15日）
行　　事 場　　所受付時間対　　　　　象月日（曜）

元気アップ教室★

プレイルーム

すくすく計測・相談会

健診結果説明会

プレイルーム

健康相談

プレイルーム

一般の方

乳幼児とその保護者の方

乳幼児とその保護者の方

健診を受けた方

乳幼児とその保護者の方

一般の方

乳幼児とその保護者の方

10：00～11：30

10：00～15：00

13：30～14：30

8：30～12：00

13：00～16：30

10：00～15：00

9：30～10：00

10：00～15：00

保健相談センター

体育センター

保健相談センター

7月16日㈮

22日㈭

26日㈪～
29日㈭

8月  5日㈭

11日㈬

12日㈭

　総合健診の全日程を終了しました。結果は、下記
の日程でお返しします。

●健診結果説明会
日　時　７月２６日（月）・２７日（火）・２８日（水）・
　　　　２９日（木）
　　　　８時３０分～１２時　１３時～１６時３０分
場　所　保健相談センター
　子宮がん検診・総合健診を合わせて、結果を説明
しながらお返しします。この機会に健康について、
保健師・栄養士に相談してください。健康手帳を持
参してください。健康手帳がない方には、当日お渡
しします。
　この期間に保健相談センターに取りにこられな
かった方には、８月上旬にご自宅にお届けしますが、
できるだけ直接受け取りにきてください｡

●乳がん検診は医療機関で
　総合健診といっしょに、乳がん検診の申し込みを
された方には、受診券をお届けしています。受診券
がなければ、和木町の検診として受診することがで
きません。受診券の有効期間は平成２３年３月３１
日までですが、お早めに受診券に記載している専門
医療機関で検査を受けてください。注意事項を読ん
で受診してください。

問合せ　保健相談センター（☎５２－７２９０）

健診のお知らせ
洋風たたきごぼう（材料４人分）

ごぼう……………240 g
すりごま………大さじ 1
しょうゆ………小さじ 2
マヨネーズ……大さじ１
カレー粉……小さじ 1/4
レタス………………2枚

●作り方
①ごぼうを茹でる
ごぼうは、皮を包丁の背で除き、４㎝程度の長
さに切る。太いものは、縦半分に切り、酢水（分
量外）につけておく。鍋にごぼうを入れ、柔ら
かくなるまで茹でる。
②ごぼうをたたく
①のごぼうをまな板にのせて、すりこぎで軽く
たたく。
③衣に混ぜる
ボウルにⓐをあわせて混ぜる。②のごぼうを入れ
て、和える。器にレタスをしいて、盛り付ける。
（１人分エネルギー６２キロカロリー）

　おすすめメニューはアイ・キャンでも放送して
います。ご覧ください。

　カレー粉を使い、一風変わったたたきご
ぼうです。食物繊維の多い一品です。
　 　（和木町食生活改善推進協議会　５班）
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総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
を

広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行
政
相

談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

日　

時
▼
７
月
15
日
㈭

　
　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

場　

所
・
問
合
せ
▼
町
民
相
談
室

（
☎
52
ー
１
６
１
６
）

※
町
民
相
談
は
、
毎
週
火
・
木
曜
日
に
右
記

の
場
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
、
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会
福
祉
協

議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
52
ー
８
６
４
４
）

●
心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

日　

時
▼
毎
月
第
２
金
曜
日

14
時
〜
16
時

●
ス
ト
レ
ス
相
談

日　

時
▼
毎
月
第
１
・
３
火
曜
日

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場　

所
▼
い
ず
れ
も
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
管
内
各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
29
ー
１
５
２
５
）

各
種
お
知
ら
せ

　

教
育
委
員
会
で
は
、
い
じ
め
や
不
登
校
な

ど
で
困
っ
て
い
る
、
発
育
や
発
達
が
気
に
な

る
な
ど
、
お
子
様
の
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い

て
お
応
え
す
る
た
め
に
、
臨
床
心
理
士
に
よ

る
面
接
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対　

象
▼
小
・
中
学
生
及
び
そ
の
保
護
者
、

幼
稚
園
・
学
校
関
係
教
職
員
、
幼

児
を
も
つ
保
護
者

日　

時
▼
７
月
６
日
㈫
、
８
月
５
日
㈭

　
　
　
　

14
時
〜
17
時

　
　
　
　

※
毎
月
１
回
程
度
実
施
し
ま
す
。

場　

所
▼
文
化
会
館

申
込
み
・
問
合
せ
▼
教
育
委
員
会
【
福
屋
】

（
☎
53
ー
３
１
２
３
）

※
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
の
犯
罪

の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た

が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ

な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
の

た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無
料
で
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ
▼
岩
国
検
察
審
査
会
事
務
局

（
☎
41
ー
０
１
８
３
）

試
験
の
種
類
▼
甲
種
、
乙
種

試
験
日
▼
９
月
５
日
㈰

試
験
場
所
▼
下
関
市
、
山
口
市
、
周
南
市

受
験
資
格
▼
乙
種
は
誰
で
も
受
験
可
能
。
甲

種
は
一
定
の
資
格
が
必
要
。

受
付
期
間
▼

書
面
申
請
：
７
月
５
日
㈪
〜
16
日
㈮

電
子
申
請
：
７
月
２
日
㈮
〜
13
日
㈫

受
験
手
続
▼
消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
出

張
所
に
備
え
付
け
の
受
験
願
書
に
必
要
書
類

等
を
添
付
し
て
、
岩
国
地
区
消
防
組
合
予
防

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
子
申
請
は
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.shoubo-

shiken.or.jp/

）を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

（
☎
22
ー
１
３
２
０
）

　

平
成
22
年
度
自
衛
官
等
募
集
採
用
説
明
会

を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日　

時
▼
７
月
３
日
㈯
及
び
７
月
24
日
㈯

　
　
　
　

①
10
時
〜
12
時

　
　
　
　

②
13
時
〜
15
時

場　

所
▼
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
岩
国

地
域
事
務
所
（
７
月
３
日
、
24
日
）

玖
珂
公
民
館
（
７
月
３
日
の
み
）

説
明
内
容
▼
防
衛
大
学
校
、
防
衛
医
科
大
学

校
、
看
護
学
生
、
航
空
学
生
、
一
般
曹
候
補

生
等

問
合
せ
▼
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部　

岩

国
地
域
事
務
所
（
☎
23
ー
１
５
８
０
）

　

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ひ
き
こ

も
り
で
悩
ん
で
お
ら
れ
る
ご
家
族
を
対
象

に
、「
家
族
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。

対
象
者
▼
10
代
後
半
か
ら
30
代
の
、
ひ
き
こ

も
り
の
者
を
も
つ
家
族

参
加
費
▼
無
料

場　

所
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
岩
国
市
三
笠
町
１
丁
目
１
ー
１
）

開
催
日
及
び
内
容
▼

平
成
22
年
７
月
か
ら
平
成
23
年
１
月
ま
で
の

毎
月
第
２
水
曜
日

※
い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜
16
時

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

精
神
・
難
病
班（

☎
29
ー
１
５
２
５
）

（　

29
ー
１
５
９
４
）

行

政

相

談

心
配
ご
と
相
談

精
神
保
健
相
談

ご
存
じ
で
す
か
！
検
察
審
査
会

和
木
町
「
面
接
相
談
」

消
防
設
備
士
試
験

家
族
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
教
室

自
衛
官
等
募
集
採
用
説
明
会

7 月 14 日

8 月 11 日

9 月 8 日

10 月 13 日

11 月 10 日

12 月 8 日

1 月 12 日

ひきこもりの基礎知識

コミュニケーションのとり方

ひきこもりの背景にある精神疾患

解決へのステップ

家族の体験発表

当事者の体験発表

地域の社会資源と振り返り

開催期日 内　　　　　容

1

2

3

4

5

6

7

回

23



　

地
震
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
な
ど
の
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改

修
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
▼
町
内
に
あ
る
住
宅
で
、
昭
和
56

年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
、
階
数
が
３

以
下
の
木
造
住
宅

補
助
条
件
▼
所
有
者
が
町
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
な
ど
（
詳
し
く
は
、
事
前
に
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。）

募
集
の
概
要
▼

◆
耐
震
診
断

　

募
集
戸
数　
　

３
戸

　

補
助
限
度
額　

４
万
円

◆
耐
震
改
修

　

募
集
戸
数　
　

２
戸

　

補
助
限
度
額　

60
万
円

※
耐
震
改
修
を
行
う
た
め
に
は
、
事
前
に
耐

震
診
断
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

申
込
み
▼
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課　

管
理
係

（
☎
52
ー
２
１
９
７
）

１　

等　

２
億
円
×
33
本

前
後
賞　

５
，
０
０
０
万
円
×
66
本

２　

等　

１
億
円
×
99
本

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の
明
る

く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間
▼
７
月
７
日
㈬
〜
30
日
㈮

抽
選
日
▼
８
月
10
日
㈫

　

平
成
21
年
度
に
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
た
方
は
、
子
ど
も
手
当
の
現
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
。
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
６
月
分
以
降
の
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
手
当
の
申
請
を
し
て
い
な

い
方
は
、
早
急
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
９

月
30
日
ま
で
に
申
請
さ
れ
れ
ば
、
４
月
分
か

ら
受
給
で
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

（
☎
52
ー
２
１
９
４
）

　

町
議
会
で
は
、
議
会
が
担
う
べ
き
役
割
を

果
た
す
た
め
に
必
要
な
基
本
的
事
項
を
定
め

る
「
議
会
基
本
条
例
」
の
制
定
に
向
け
て
、

素
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

素
案
に
対
す
る
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

意
見
募
集
期
間
▼
７
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮

閲
覧
方
法
▼
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
役
場
１

階
ロ
ビ
ー
、
図
書
館
、
議
会
事
務
局

意
見
の
提
出
方
法
▼
必
要
事
項
を
明
記
の

上
、
郵
送
、
F
A
X
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り

議
会
事
務
局
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
右
記
の
閲
覧
で

き
る
場
所
に
応
募
用
紙
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
応
募
用
紙
は
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tow
n.w
aki.lg.jp/gikai/

）

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ
▼
議
会
事
務
局

（
☎
52
ー
２
１
３
７
）

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
被
扶
養
配
偶
者
は
「
第

三
号
被
保
険
者
」
と
し
て
、
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
ま
す
が
、配
偶
者
が
退
職
（
失
業
）

し
て
失
職
す
る
と
、
夫
婦
と
も
に
国
民
年
金

「
第
一
号
被
保
険
者
」
に
な
る
た
め
の
手
続

き
を
行
い
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

※
第
一
号
被
保
険
者
は
、
原
則
20
歳
か
ら
60

歳
の
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

◆
退
職
（
失
業
）
時
の
特
例
免
除
制
度

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ

ば
、
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

申
請
免
除
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
、
申
請

者
及
び
世
帯
主
、
配
偶
者
の
所
得
が
審
査
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

失
業
に
伴
う
退
職
を
し
た
場
合
は
、「
特

例
免
除
」
と
い
っ
て
、
退
職
し
た
配
偶
者
ま

た
は
本
人
の
所
得
の
状
況
を
除
外
し
て
審
査

が
行
わ
れ
る
の
で
、
所
得
制
限
額
が
低
く
な

り
ま
す
。

特
例
免
除
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
書
類
▼

・
公
的
機
関
の
失
業
証
明
書
、
雇
用
保
険
被

保
険
者
喪
失
確
認
通
知
、
離
職
票
、
雇
用

保
険
資
格
者
証
な
ど
退
職
し
た
こ
と
が
証

明
で
き
る
も
の

・
印
か
ん

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

岩
国
年
金
事
務
所

（
☎
24
ー
２
２
２
２
）

　

こ
の
制
度
は
、
次
に
該
当
さ
れ
る
方
の
医

療
費
の
個
人
負
担
分
を
公
費
で
負
担
す
る
制

度
で
、
申
請
に
よ
り
助
成
さ
れ
ま
す
。

◆
乳
幼
児
（
県
制
度
）

【
対
象
者
】
就
学
前
ま
で
の
児
童

【
要　

件
】
父
母
の
市
町
村
民
税
所
得
割
の

課
税
額
が
合
算
額
で
１
３
６
，
７
０
０
円
以

下◆
ひ
と
り
親
家
庭
（
県
制
度
）

【
対
象
者
】
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
（
高
等
学
校
卒
業
の
年
次

ま
で
）
の
者
と
そ
の
父
ま
た
は
母

【
要　

件
】
市
町
村
民
税
所
得
割
非
課
税
世

帯◆
こ
ど
も
安
心
医
療
（
町
制
度
）

【
対
象
者
】
中
学
３
年
生
ま
で
の
児
童

【
要　

件
】
他
の
福
祉
医
療
制
度
（
重
度
心

身
障
害
者
・
乳
幼
児
・
ひ
と
り
親
家
庭
）
に

該
当
し
な
い
児
童

　

申
請
の
受
付
は
、
７
月
５
日
㈪
か
ら
保
健

福
祉
課
窓
口
に
て
行
い
ま
す
。

　

申
請
書
、
印
か
ん
、
助
成
制
度
の
対
象
と

な
る
方
の
保
険
証
（
写
し
で
も
可
）
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
保
健
福

祉
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
９
月
以
降
の
申
請
の
場
合
は
、
有
効
期
間

が
申
請
月
の
初
日
ま
で
し
か
さ
か
の
ぼ
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
遅
く
と
も
８
月
末

ま
で
に
は
申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（
☎
52
ー
２
１
９
５
）

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
補
助
制
度

子
ど
も
手
当
の
手
続
き
を

さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
早
め
に
！

配
偶
者
の
退
職（
失
業
）に
よ
り

第
三
号
被
保
険
者
の
資
格
を
失
っ
た
と
き

乳
幼
児
・
ひ
と
り
親
家
庭
・
こ
ど
も
安
心
医
療
費

助
成
制
度
更
新
手
続
き
の
お
知
ら
せ

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

意
見
公
募（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）の
実
施
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寄
付
・
寄
贈

今月の納税

　町税などの納税は便利な口座振替を
ご利用ください。
問合せ ▼税務課（

　
次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会

へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

松
並
　
邦
史
さ
ん
　（
和
木
地
区
）

●
一
般
寄
付

大
友
　
　
勝
さ
ん
　（
和
木
地
区
）

●
見
舞
返
し

　
中
岡
　
庭
子
さ
ん
　（
和
木
地
区
）

　
先
月
、
誤
っ
て
「
香
典
返
し
」
と

し
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
正
し

く
は
「
見
舞
返
し
」
で
す
。
訂
正
す

る
と
共
に
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

和
木
俳
句
教
室
句
会

和

木

短

歌

会

ひ
と
年
を
越
え
き
て
晴
れ
し
展
示
会

　

花
花
ち
ぎ
り
人
の
和
咲
か
す

買
物
の
途
中
出
会
い
し
な
つ
か
し
き

　

友
と
の
会
話
も
今
日
の
よ
ろ
こ
び

シ
ク
ラ
メ
ン
次
か
ら
次
と
咲
く
花
の

　

し
お
れ
て
ゆ
く
も
花
の
い
の
ち
か

三
倉
岳
山
開
き
ラ
イ
ブ
の
演
奏
と

　

民
族
舞
踊
に
気
分
は
ア
ン
デ
ス

ゆ
る
や
か
に
若
き
世
代
に
追
わ
れ
い
て

　

吾
れ
を
越
え
ゆ
く
も
の
皆
ま
ぶ
し

神
園　

静
美

嘉
屋　

笑
子

広
宇
次
信
子

森
本　

初
子

正
中
ツ
ヤ
子

風
鈴
に
心
充
た
さ
る
夕
餉
か
な

隠
沼
や
蓴
採
り
ゐ
る
た
ら
ひ
舟

水
色
の
風
吹
く
沼
や
糸
と
ん
ぼ

岩
陰
に
か
く
れ
て
放
つ
囮
鮎

ほ
と
と
ぎ
す
日
の
出
を
待
た
ず
清
き
声

雲
の
峰
碧
き
潮
や
島
め
ぐ
り

越
智　

幸
子

小
川　

誉
子

灰
岡
美
穂
子

平
岡　

菊
江

山
重　

杵
子

与
三
本
愛
子

り
ま
せ
ん
。
申
込
み
は
慎
重
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
い
っ
た
ん
契
約
す
る

と
そ
の
解
除
や
返
品
に
つ
い
て

は
、
事
業
者
の
設
け
た
ル
ー
ル

に
よ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
申

込
み
に
あ
た
っ
て
は
、
返
品
で

き
る
か
ど
う
か
や
返
品
の
条
件

等
を
よ
く
確
認
し
、
事
業
者
の

連
絡
先
、
商
品
名
や
購
入
金
額

等
を
記
録
し
て
、
万
一
の
ト
ラ

ブ
ル
の
際
に
連
絡
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
事
業
者
が
広
告
に
返

品
特
約
の
表
示
を
し
て
い
な
い

場
合
は
、
商
品
等
を
受
け
取
っ

た
日
か
ら
８
日
を
経
過
す
る
ま

で
の
間
は
、
返
品
送
料
は
購
入

者
負
担
で
契
約
の
解
除
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課（
☎
52
ー
２
１
３
６
）

く
ら
し
の
安
心
推
進
員

空　
　

静
子（
☎
52
ー
２
０
８
４
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
３
ー
９
２
４
ー
２
４
２
１
）

【
相　

談
】

　

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
Ｇ
パ
ン

を
購
入
し
た
。
サ
イ
ズ
が
合
わ
な
い

の
で
返
品
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、「
返

品
・
交
換
制
度
は
な
い
」
と
断
ら
れ

た
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

【
処　

理
】

　

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
多
い
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
説
明
し
、
利
用
す

る
上
で
の
注
意
点
を
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
、
映
像

や
音
声
に
よ
り
商
品
の
特
徴
が
イ
ン

パ
ク
ト
を
も
っ
て
紹
介
さ
れ
る
反

面
、
返
品
の
可
否
な
ど
消
費
者
に

と
っ
て
重
要
な
事
項
や
デ
メ
リ
ッ
ト

と
な
る
点
に
つ
い
て
は
、
瞬
間
的
な

表
示
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多

く
、
消
費
者
に
十
分
理
解
さ
れ
て
い

な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
テ
レ
ビ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
通
信
販
売
で
す
の

で
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
は
あ

固定資産税……………………２期分
上下水道使用料…………５・６月分
町営住宅使用料………………７月分
国民健康保険料………………１期分
介護保険料……………………１期分
後期高齢者医療保険料………１期分

訂
正

消費者生活相談

だより

消費者生活相談

だより Vol. 61

テレビショッピングの

トラブル
テレビショッピングの

トラブル

テレビショッピングの

トラブル

テレビショッピングの

トラブル
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会
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こ
も
り
ぬ

ぬ
な
わ

う
し
お



ダンボールコンポストにチャレンジしませんか？

可燃ごみの水分比率が改善！

　本年５月 24 日に実施した「ごみ質分析調査」のごみの３成分の調査結果です。
　昨年の調査結果より、水分の比率が大幅に改善されています。各ご家庭でなるべく水分を少なくするよう努
力されておられることがうかがえます。皆さまのご協力に感謝するとともに、今後も引き続きご協力をお願い
します。
　水分は、生ごみに含まれるものがほとんどであると推測されますが、水を燃やすために、たくさんのエネルギー
やお金を使うことは「もったいない」ことです。
　生ごみを捨てる前にしっかりと水切りをすることは大切なことですし、もう一歩進めて、生ごみをたい肥化
すればリサイクルも可能です。
　町では、様々な生ごみ処理機の補助制度がありますので、詳しくはお問合せください。

問合せ　住民サービス課（☎５２－２１９４）▼

ごみ質分析
調査の結果

成　　分

比率（％）

（前年比）

4 9 . 7

6 5 . 4

4 . 5

3 . 6

4 5 . 8

3 1 . 0

水　　分 灰　　分 可 燃 物

　７月１日から、和木町快適環境まちづくり町民会議では、生ごみの減量化を
推進するため、手軽に取り組めるダンボールコンポストのセットの販売を開始
しました。
　販売場所　住民サービス課窓口
　　初期セット（ダンボール、ピートモス、もみ殻くん炭、底敷き、温度計、防虫ネット）…８００円／台
　　通常セット（初期セットから温度計、防虫ネットを除いたもの）…５００円／台
【注意】販売対象者は、町内在住の方に限り、１世帯につき年間４台までとします。

◆冷蔵庫内は季節にあわせて温度調整を行い、ものを詰め込み過ぎないように整理整頓しましょう

◆煮物などの下ごしらえは電子レンジを活用しましょう

◆テレビをつけっぱなしにしたまま、他の用事をしないようにしましょう

◆電気製品を使わないときはコンセントからプラグを抜くようにしましょう

◆シャワーはお湯を流しっぱなしにしないようにしましょう

◆車の運転の際には、経済速度を心がけ、急発進、急加速をしないようにしましょう

～こまめに省エネしましょう～

（和木町快適環境まちづくり町民会議）

「家庭の省エネ大辞典2010年度版」の詳細はこちら！

家庭の省エネ大辞典
（http://www.eccj.or.jp/dict/）

検索

▼

ダンボールコンポストにチャレンジしませんか？

ダンボール
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平成22年6月1日現在
総人口　6,683人

世帯数　2,769世帯

和木町の面積　10.56km

（＋2） 男　3,333人
（＋4）

女　3,350人
（－2）

（＋3）

100以上
95－99
90－94
85－89
80－84
75－79
70－74
65－69
60－64
55－59
50－54
45－49
40－44
35－39
30－34
25－29
20－24
15－19
10－14
 5－ 9
 0－ 4

0
3

15
46

80
120

165
166

247
255

250
227

244
221
212

183
188

169

191
168

183

4
16

58
104

132
186
180

207
227

211

239
209

175
154

142
161

183
190

204
171

197

町
職
員
を
募
集
し
ま
す

70 ～ 74歳の方へ高齢受給者証をお送りします
　70～ 74 歳の国保加入者の方へは、高齢受給者証を
お渡ししています。現在の受給者証の有効期限は 7 月
31日になっています。
　８月以降にご使用いただく受給者証は、今月下旬に
送付しますのでご確認ください。
　月末までに届いていない場合や、その他ご不明な点
は保健福祉課へお問合せください。
問合せ　保健福祉課（☎５２－２１９５）

　和木町国民健康保険の被保険者の方は、国保の人間
ドックが受診できます。
　４月２日以降に国保に加入したため、特定健診の対象
にならなかった方も、人間ドックは利用できます。ぜひ
受診しましょう。
対　象　者　国保被保険者で３５歳以上の方
実 施 機 関　木村医院、中村クリニック
自己負担額　胃透視（バリウム検査）　有　2,930 円
　　　　　　胃透視（バリウム検査）　無　1,650 円
申込み・問合せ　保健福祉課（☎５２－２１９５）

国民健康保険加入者の方へ 国保人間ドックが受診できます

－岩国市内でも同様の詐欺が発生しました－
＜詐欺の手口＞
・電話で「警察官である」「銀行員である」と名乗り、「あなたのキャッシュカード、通帳、印鑑を
　預かりに行きます」と言って、キャッシュカードなどをだまし取りにくるものです。
＜不審な電話を受けた場合＞
※警察がこのようなお願いをすることは絶対にありません。
※相手の話を鵜呑みにしないようにしましょう。
※もしこのような電話がかかってきたら、110番、岩国警察署（☎24－0110）、和木駐在所（☎52－3549）に相談
してください。
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